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Mixes de la Zona Alta, Oaxaca, México 後記

黒 田 悦 子*

The History of the Highland  Mixe  : Outside View and Inside View

A Postcript to Apuntes sobre la Historia de los 

       Mixes de la Zona Alta, Oaxaca, México

Etsuko KURODA

   A reconstruction of the highland Mixe history is presented by 
the author in "Apuntes sobre la Historia de los Mixes de la Zona 
Alta, Oaxaca, Mexico" [KURODA 1976: 344-356]. The Mixe history 
delineated there is no more than a brief review based on a few 
sketchy references from non-Mixe observers, extending from the 

post-Conquest years through the colonial period to the 20th 
century. What is needed is a view of the Mixe history seen through 
Mixe eyes. Nathan Wachtel, in his discussion of the Spanish 
Conquest of Peru through Indian eyes  [WACHTEL 1977], shed 
light on the inside view of the vanquished through analyzing la 

 Danza de  la Conquista. La Danza de  la Conquista performed in the 
Mixe highlands lacks speeches. The text of  la Danza de la Conquista 
from San Pedro Ocotepec, a village in the Mixe midlands (colle-
cted by P. Octavio Vilches, a Salesian), is a mere reproduction 
of the conquest theme, showing no transformation by Mixe imagi-
nation. A clue to the Mixe inside view is found in the folktales of 
their culture hero called the Rey Kondoy. Contrary to historical 
facts, he defends the Mixe against the Aztec, the Spaniards and the 
Zapotec. He is an incarnation of the image of the Invincible 
Mixe. Here in the folktales of the Rey Kondoy, we find a glimpse 
of the inside view of the Mixe history. 

   For writing this short note, I am much indebted to the Salesians 
of the Mixe bishopric who generously allowed me to use the manu-
script of the dance.
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1.は じめに

Ⅱ.歴 史資料の検討

Ⅲ.内 なる"歴 史"を 求めて

1.「 征服のダンス」を通 じて

2。 文化英雄を通 じて

Ⅳ.お わりに

1.は じ め に

　あ る一 つの民族の中に身を置 くフィール ド・ワーカーは,歴 史 にたい して二 つの視

点をあわせ もって くらしている。その民族 の属 して いる文明,歴 史,国 家の全体 の流

れ に,そ の民族 を位置づ けよ うとす る試 みと,民 族 の内なる視点 か ら,上 にかぶ さる

大 きな社会や歴史 をみよ うとす る試みである。第一 の視点 は,い わば機能主義的な,

説 明 のた めの もので,第 二 の視点を正確で動的にす るための予備的段 階 ともいえ る。

第二 の視点 は,民 族 や研究者の コ ミッ トメン トにかかわる もので あって,そ の前提 と

して,正 確 な資料が必要 になるか らである。第一,第 二 のいずれの視点をかためるに

あた って も,研 究者 は資 料不足 に悩 まされ る。私達のかかわる社会の大半 は"未 開"

社会 か民俗社会で あって,歴 史 につ いての資料 は極めて少 ないか,あ った として も,

な かなか入手 が困難なためである。

　 現在,メ キ シコのインデ ィヘ ナの種族 は50ほ どあるが,い ずれのグル ープを扱 う研

究者 も歴 史資料 の僅少 さにもどか しさを感 じつつ フ ィール ドを去 っている。 マヤ,ア

ステカ,ト ラスカ ラ,タ ラスカン,ミ ステカなどの著名 なイ ンデ ィヘナの社会の エス

ノ ・ヒス トリーの豊富 さは別 と して,そ の他 の民族 の歴史を再構成 しよ うとす る時,

知 りうることは極めて限 られてい る。

　 だか らとい って,そ れがイ ンデ ィヘ ナの社会の歴史の浅 さを示す ことには決 してな

らない。彼等 の歴史 はあ ったに もかかわ らず,書 かれなか ったので あるし,ま た,書

かれ るよ うに と世界の歴史が動かなか った だけで あった。書 かれなか ったが故に,そ

の空白の故 に こそ,そ の暗闇の部分 の時 の流 れの もってい る文明社会へ のメ ッセ ージ

には測 り知れない重要 な ものがあ るに ちがいない。今 もって,人 類学者が書 かれ なか

った歴史の人 々に執着す るのは,彼 等 の現在の社会 と文化の中 に過去 も現在 も凝縮 さ

れて存在 してい るか らで はないだ ろうか。

　 私 は ミへの村 々を旅 している時,歴 史を感 じ,歴 史をみた,と 思 えるような ことが

何回かあ った。 それは,必 ず しも歴史 の実体を感 じさせる建造物 とか物体 に触 れた折

とは限 らなかった。その種 の ことな ら,ア ロテペ ックやアテ ィ トランの村で もっと明

白に歴 史を感 じたはずであ った。 ア ロテペ ックは中部 ミへの山岳地帯 にあ る。エスタ
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ン シァ ・デ ・モロレスか ら,セ ロ ・デ ・マ リンチ ェという山の横腹をは うよ うに して

4時 間程歩 くと,忽 然 と,植 民地時代の教会の姿が現 われ,狭 い平面にへ ば りつ くよ

うに して民家 が並 んで いた。教会 は広大な中庭を備 え,伽 藍の 中には,50余 りの古 風

な聖人像が並 び,聖 壇 の背後 はバ ロック風 にしつ らえ られ,壁 面 は全面 に絵がほ どこ

されていた。 これを見た時 は じめて,・ミへ山岳地帯 における18世 紀 の ドミニ コ派の黄

金時代 といわれ るものが どのような ものであ った か,を 私は感 じることがで きた。同

じよ うな感慨 はアテ ィ トランの教会を見た時 に もえ られた。 しか し,こ の種 の感慨は

見 られうる歴史の足跡に触れることか らくる喜 び,説 明 しうる,手 の届 きうる歴史 に

触れた喜びの部類に入る,と 思われ る。

　 私 が,も っと深 く歴史を感 じたのは ミシス トラン村 の空間で あった。高地 ミへの こ

の村 は,村 と呼ぶほ どの人家の まとま りもな く,教 会 がや っとおさまるプ ラサの下 には

急な斜面 が続 き,人 家 が2,3軒 見 えるにす ぎない。 プ ラサの上 の急な坂を登 ると墓

地が続 き,さ らに,野 草 をかきわけて登 ると,低 い窪みにぶつか り,最 近の死者の副

葬品 らし く,女 物 の青 いブ ラウスに洗いざ らして色 の失せた巻 きスカー トが置いて あ

るのがみ えた。 ミシス トランの女がいつ も肩に して いるイス トレ製の袋 も,小 さな靴

型 の土器 も見 えた。 ここか ら右 に折れ ると,供 犠 の場 があり,七 面鳥の羽根 が散 らば

っていた。 ここか ら坂を下 り,サ ポテカ族の石 工が招 かれて建てた といわれるムニ シ

ピオの部厚い円柱 の間 を通 ってプ ラサに戻 り,教 会の屋根 をみおろす高 さの斜面 に建

て られたマ ヨル ドーモの宿舎の前 に座 って プラサを見渡 した時,私 は,自 分 が確 実に

歴史の空 間 ともよぶべ きものの中に座 して いることを感 じた。

　 セ ンボアル テペ トゥル山を背景に青空が広が り,2,3本 み える高 い木の下で ミシ

ス トランの女が数人テパ ッチ ェの壺を抱えるよ うに して座 っている。赤 い頭飾 りが濃

紺 の衣裳 に映 えてい る。 教会の正面で は 「征服 のダ ンス」(コ ンキスタのダ ンス)の

踊 り手が フル ー トと太鼓に合わせて ステ ップを踏んで いる。 上 の坂道か ら2,3人 が

降 りて くる。見 ると,ト ラウィとアユ トラの村 の市 に向 うヤララの革 サ ンダル売 りで

あ った。 陽が かげ りは じめた中をコ ンキス タのダ ンスはまだ続いてい る。

　 Natividad　 ChicaとGrandeの 二 つの祭 りが明日か ら続 くので,奉 納の舞 い も長び

くのであ った。単調 な リズムが聞えな くな った時 は,も う夕闇がプラサを包んでいた。

ミシス トラン村の人 々はいったい何時 か ら,選 りに もよって この急斜面に村をかまえ

たのだ ろうか。 レ ドゥク シオン(reduccion)と は何で あったのか。征服文化 とは何で

あ ったのだ ろうか。宣教 とは何であ ったのだろ うか。色 々な問いが私 の心 にお こって

きた。老女が一人,マ ヨル ドーモの台所を訪 れる音 が して,私 の問いは中断 された。
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イサベラは祭 りのマ ドリーナだか ら,私 も明日,祭 りを見物 させて もらう旨を伝 えて

おかねばな らなか った。

　 あの折 に中断された思 いに今た ち戻 って,ミ への歴史への接近の仕方につ いて,こ こ

に記 してみたい と思 う。 ミへの歴史の概観 は研究 ノー ト,Apuntes　 sobre　la　Historia

de　los　Mixes　 de　Ia　Zona　 Alta,　Oaxaca,　 Mexico[KURODA　 1976:344-356]に ま

とめたが,こ こでは,そ こで使われた資料の検討を通 じて,一 体 どの程度 ミへの歴 史

がわかるのか,と い う問題を考 え,つ いで,ミ への側か らみた内なる"歴 史"は いか

なる現 われ方を しているのか,と い う二点につき書 き足 してみたい と思 う。私が ここ

で扱 うのは ミへの資料に限 られて いるが,メ ソ ・アメ リカニ ス トに共通の問題 に触れ

よ うとしている。

　 皿.歴 史 資 料 の 検 討

　高地 ミへの歴史 について前述の研究 ノー トをスペイ ン語で発表 したのは,現 地 の関

係者か ら追 加事項 や誤 りを指摘 して もらうためであ った。 現 に,2,3の 疑 問点 が指

摘 され,ま た,私 の方か らも,そ の後 の読書を通 じて,い くつかの修正すべき点 に気

づ くようにな った。 しか し,覚 書 の大筋 に変化 はな く,追 加で きる資料 も多 くはなか

った。ただ,将 来,1930年 代 か ら40年 代 にか けて活躍 したサカテペ ック村のカ シーケ,

Luis　Rodriguezに つ いて新 しい資料 が加 え られ るだろ う,と い う情報が アロテペ ッ

ク村の宣教 師か ら届いた。1)

　 結局,僅 か8枚 の覚書以上 に高地 ミへの歴史 がふ くらまない とい うのが現実で,こ

れが歴史上に大 きな足跡を残 さなか った無名の インデ ィヘナのグル ープを扱 う際の共

通 の現象であ ろう,と 思 われる。 しか も,こ うして,つ ぎはぎに された歴史が どれだ

け ミへのた どった歴史の本質 に触れる ものかを考える と,そ れは無 に等 しい。以下に,

各時代 にどの ような資料 が得 られ,資 料 としてどの程度役立つのかを考 えて,前 述 の

研究 ノー トへの反省 としてみよう。

　 ミへの起源についてはBealsの 熱 帯雨林起源論が あるが[BEALs　 1945:11],こ

の仮説 が実証 された ところで,ミ へがMaya-Zoqueグ ル ープに属 する こと以上の事

実が出てきそうにもない。また,ミ へがペルー由来 の民族で あると,フ ランスの旅行

者Guillemandが の べているが[DE　 LAMEIRAS　 1973:134],こ れ は,19世 紀 ロマ

ンテ ィシズムの影響によ り"イ ンデ ィオ"の 存在 を神秘的 に美化する傾向にと らわれた

書 き物なので,資 料 として余 り役 に立たない。 ミへに限 らず,メ キ シコのイ ンデ ィへ

1)[LAVIADA　 l　978]が それであった。

560



黒田　 ミへの歴史と内なる"歴 史"

ナ のグル ープに関する外部 か らの19世 紀の資料 は注意 して扱 う必要 がある。

　 ミへに考古学遺跡があ るわけでもないので,コ ル テス以前の歴史については何 もわ

か りそ うにない。 この時代を知るた めに他 の資料 はないか と考えた私 は,各 村の起源

説話 を思い浮べてみた。い くつかの村の説話 を調べて,せ めて高地 ミへの移動の方向

だ けで も出 してみ ようと試 みたが,徒 労に終 った。村の起源説話には,山 岳地 に居住

地 を求 める苦労が カ トリックの シンボ リズ ムで表現 された ものが多 く,そ れ はそれで

興味深い もので あるが,具 体的な時 の流れの再構成 に役立つ ものではなか った。 スペ

イン以前の資料 の多い マヤ圏であれば,こ のよ うな試み も想像以上に成 功するだろ う。

考古学,歴 史学,民 族学 の協同作業 が成功 してい る例にあ うと(e.9.[JONES　 1977】),

そ の ように思 える。

　 アステカの時代 に,ア ステカ勢はオアバ カを通 ってグ ァテマ ラにまでむか った。 こ

う して,ア ステカの文化的影響 はオアバカ平 野のサポテカ族に までおよんだ[TAYLOR

l972:22,202]。 しか し,ア ステカの軍勢が ミへ高地 に侵入 したとい う記録はな く,

オ アバ カ平 野か らの遠 さ,山 岳の険 しさか らみて,ア ステカは ミへ高地に入 らなか っ

た,と 判断 して も,ア ステカQ文 化的影響が どの程度入 ってきたか,と い う問いが残

る。1960年 代 か ら70年 代 にな っては じめて,高 地 ミへの村の一部 に道路が開通 し,ミ

へは直接オアバカ市 に接す るようにな ったが,そ れ までは,文 明は常 にサ ポテカ族 を

経 由 して入 って きた。 このパ ターンは昔 か らの ものであ り,何 かアステカ的なる もの

が入 って も,そ れはサポテカを通 じて入 り,ア ステカかサ ポテカか不明 な形で入 った

に違 いない。 しか し,具 体的 に何が入 ったかを知 る資料 もない。

　 人類学 を学ぶ ものは,ま ず,ア ステカ とかマヤとかい った考古学的世界 に圧倒 され

るが,現 在の インデ ィヘナの社会を扱 うにあた って は,ス ペ イン以 降の歴史の方が重

要 なので はないか,と 私 は思 っていた。 この考 えは,メ キシコに着 いて》 インデ ィヘ

ナの村 に くらして,そ して町に戻 って くる度毎 に確定的 にな った。現 に,イ ンデ ィヘ

ナ社会 の形成 にあた っての植民地時代の影響 の重要性は多 くの歴史家 の指摘す るとこ

ろである(e.g.[MIRANDA　 l972;MORNER　 1973])。

　 ミへの歴史 のなかで,な にが しかの文書記 録があるの は植民地 時代で ある。行政面

と教会 か らの資料が散発 的にではあるが得 られる。 しか し,こ れ らの資料は外部か ら

の,支 配 層か らの資料であ って,空 間的に も距離 的にも隔た りがあ り,い ざ,ミ への

生活 はどうであ ったか と考え ると,な にもわか らない。

　 コルテスがCartas de Relacionに 残 した荒荒 しい ミへ山岳地帯,難 攻不落の ミへ,

周 辺民族への襲撃 を好 む ミへとい う報告 は[CoRTEs　 l971:194-195],高 地 サ ポテ
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力や,ヴ ィリア ・アルタに配属 されたスペイ ン軍司令部を通 じて入 った知識に基 づい

ている。 ミへ と敵対関係 にあったサ ポテカか らの情報なので,ミ へは専 ら悪役を演 じ

ている。 この"難 攻不落"の ミへとい うイメージは今世紀にまで もちこされ,メ キ シコ

市 の人 々の ミへについての印象 にな っている。

　 サポテカと同盟 してヴ ィ リア・アル タに駐屯 したスペイ ン軍(ト ラスカ ラ,ア ステカ

を含む)と ミへの戦 いについては専 らスペ イン側 の資料 にたよるしかないが,Perez

Garciaに 発 見 され1956年 に 出版 された,ヴ ィ リァ ・アル タ連 合 法 廷 の 古 文書の類

[NADER　 l　969:334]が これか らも発見 されれば,こ の当時 のスペイン軍,サ ポテカ,

ミへの抗争の様子 が明 らかになるだ ろう。 それ に して も,そ れは,サ ポテカ側の記録

であ って,ミ への側か らの発言 が闇にほ うむ られていることには間違 いない。

　植 民地時代を通 じて,行 政面 か らの記録 は貧弱 をきわめている。資源 もない ミへ山

岳地 が搾取の対象にな らなかったた めに,植 民地政府の関心 も低 く,徴 税 を目的 に綿

密な記録 をとったペルーの例や人 口統計を忘 れなか った メキシコ中央高原 のケ「 スと

全 く異な った状況であ った。 この期 の唯一の文書 は1712年 に発行 された高地 ミへ5力

村 の土地認定書であ って,現 在 はArchivo　 General　 de　la　Naci6nに 所 蔵 されてい

る。 この文書 には,各 村の公共建造物(ム ニ シピオ,牢,教 会,墓 地)の 設立年代 が

数字 とな って記録 されているが,こ の数字を読 み合わせ る と,矛 盾が多 く,資 料 と し

て役に立 ちそ うにない。1712年 に植民地政府が ミへの村 の土地所有を一応認定 した,

とい うことがわか るだけである[ARcHIvo　 GENERAL　 DE　LA　NACION　 l973]。1970

年 代 にな って,ミ への村 々が現 メキ シコ政権下 による土地 の再認定を実現するにあた

って,既 存 の権利を主張するための唯一の歴史文書 は1712年 の文書だけであ って,ミ

への立場 の弱 さが うかがい知れる。

　 宣教 師の くりひろげ る宗教上 の征服 について は批判 はた えず,現 今のメキ シコで は

おお よそ人類学徒な るもの は反教会 の立場を強い られる。 もちろん,志 向性 か らいえ

ば,人 類学者が教会 に加担できないのは明 らかであるが,官 庁や政府筋の人類学者の

余 りに も早計 な発展政策への加担,さ らに,イ ンデ ィオ社会への コ ミットメ ン トの僅

少 さの故 に,こ の種の研究者 とかな らずし も同調で きない。 イデ オロギーは別 と して

(こ こが,本 当はむつか しいのだが),コ ミッ トメン トの レベルの高 さの故に,私 達 が

教会関係者 か ら学ぶ ことが多 くある。 ミへの歴史の叙述 に して も,行 政側 の記録 に く

らべて教会側 か らの記録 は読みが深 く,ま た,時 として,か けがえのない民族誌 的記

録 とな っている。

　 宣教師側か らの最初 の資料 としてMotolinfaの ミへへ の言及が あるが[MoToLINIA
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1969:91],こ の 情報源 は ドミニ コ派で あろう。Motoliniaの 場 合,そ の個人史 を反

映 して,彼 が12使 徒 として住 んだウェホチ ンゴ近 く,つ ま りチ ョル ラや トラスカ ラ方

面 につ いての記 録は精彩を はな っているが,他 の地域についての記録 は貧弱である。

ミへへの言及 もその例外で はない。

　 次 に,18世 紀 か ら19世 紀 にか けての教会側の資料 としてLibro　 de(70rdillerasと 名 づ

け られたものがあ る。cordilleraは 山 の意で はな く,メ ッセージという意味 に使われ

てお り,オ アバカ市のサ ン ト・ドミンゴ教会 に座 した ドミニ コ派の司教 か ら教区の中

心 であ った村にのみ送 られた。 私は,フ キー プ村 と トラウィ村でCordillerasを み る

ことができた。 フキーラには3,4冊 あ ったが,旅 先 のこととて借 り出す こと も転写

する こともで きなか った。 トラウィに所蔵 されて いるのは一冊 しかないが,内 容をみ

ると,中 央か らの神父の訪 問の知 らせ,法 王 の選挙,殉 教者の報告など,専 ら神父の

ためのニ ュースが多 く,ミ への村 に関わ ることといえば,作 物の品種 の改 良,墓 地の

整備 とい ったことに限 られている。それ も,項 目がでて くるだけで,細 かい通達 内容

が文書 として残 っているわけで はない[ト ラウィ トルテペ ック教会　 1825-1849]。

　18世 紀 の教会側 か らの資料 で敬服すべ きはFray　 Agustin　 de　 QuintanaのCon-

fessonario　en　Lengua　 Mixe[DE　 QUINTANA　 　l732]　 と　Instruccion Christiana y Guia　de

Ignorantes　Para　el　Cieloで あ る。後者 はカ トリックの教 えを ミへ語に訳 した もので,

内容 は宗教者 に役立つ。人類学者 に興味深いのは前者 である。毛皮表 紙に納ま った こ

の本を私 は トラウィの教会でみ ることがで きた。著者 は ミへの告 白者を想定 して,十

戒 の順 に質問を作 り,予 想 され る答 えを作 り・,両方 をミーへ語 に訳 しているで一そ こにラ

同神父が異教 と考えた もの,つ まり,ミ への供犠の本質や ミへの生活 ・習俗について

の質問が次 々と出て くる。 そこに現 われ る ミへの生活は現今 の ものと大差があるわけ

で はない。い ちいち,も っとも,と うなず ける質問ばか りである。 また,巻 末に載 っ

て いる語彙集,特 に,数 と親族名称は表記法 こそ異なれ,現 今の ミへ語に照合できる

ものであ り,フ キー ラ村で神父をつ とめたFray　 Agustin　 de　Quintanaの 中 に偉大

な る民族学者の志向を うかが うことがで きる。

　 1889年 に出版 された司教Eulogio　Z.　 Guillow}こ よ るApuntes　 Historicos[GulLLow

l889]は カ ホーノス ・サポテカの村役人が教会 を守 ろうとして殺害 された理 由の解明

のために書かれた ものであるが,こ の中で 民 族 誌 上 重 要なのはカホーノスとその周

辺の村 々の宗教 についての言及 である。 ミへについて は僅か しか記 されて いないが,

ミシス トラン村での偶像の発見,ヤ ララへの移動,住 民の動揺 と偶像へ の愛着,雨 乞

い との関連 などが生 き生 き と描 かれている。 また,チ チ カステペ ック,テ プステペ ッ
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ク,ア ユ トラ村 に関す る情報 も今 日の民族誌的事実に一致す る。筆者が宗教者であ る

た め,"異 教"の 側面 に触れる時,Fray　 Agustin　 de(2uintanaと 同様 ,筆 者の偏見

が もろに現 われるが,新 鮮な驚 きと感情移入 の多 い文章 に ミへの姿 が生 き生 きと出て

い る。

　 19世 紀 か ら20世 紀 にか けての教会史は ドミニコ派の神父のArroyoに よ って書 かれ

ている[ARRoyo　 1961】 。 サ ン ト・ドミンゴ教会 に残 る古文書を利用で きる点 か ら

い うと この人が適役 なので,そ の著Los・Do〃zinicosの 宗教色の強す ぎる部分をさけな

が ら読 みすすむ より仕方がない。

　 19世 紀 は独立戦争 とフランスの干渉戦争の二大事件 があ り,メ キ シコ史の流れに多

少 ともまきこまれたイ ンディヘナ,例 えば,高 地 チ ァパ スの マヤ,オ アバ カ平野やプ

エブ ラ州の インデ ィヘナの村 々では,こ れ らの歴史的事実が フォー クロアやダ ンスに

影響を与えた。 しか し,歴 史 の大 きな流れか らと り残 されている ミへの場合,こ の時

期を しのばせる民族 誌上 の事実 はなにも残 っていない。

　 メキ シコ革命時代 の ミへの指導者,ア ユ トラのDaniel　 Martinezと サ カテペ ック

のLuis　 Rodriguezに つ いて は詳細 な記録がえ られる。前者 はBealsが アユ トラに調

査 に入 る時の世話役 であ り,こ の"カ シーケ"に ついては生 き生 きと した報告を残 し

てい る。後者 については,NahmadとLaviadaの 詳 しい記録 がえ られ る。メキシ コ

革命 のイ ンデ ィヘ ナの社会へ の影響 についてはRicardo　 Pozasの!㈲ πP47にJlolote

[POZAS　 l952]やMichael　 KearneyのThe Winds of Ixtepeji [KEARNEY　 l972]に

触 れ られて いるが,他 の地域で はどのよ うな影響が あったのか,歴 史家 と協 力 して まと

めてみる必要が あると思 う。 メキ シコ革命時か ら1960年 代 までの歴 史的事件,特 に土

地 をめ ぐる争い については,年 輩の インフォーマ ン トか ら教 えて もらうことがで きる。

　 ミへの"現 代史"は1960年 代 の道路の開通 とともに始 ま り,以 来,政 治,宗 教面に

矢継早の変化が起 った。 これ はフィール ド・ワークで把え られる近年の ことであ り,

エ スノグラファーは各章 の叙述の中に歴 史の断片 を書 きつづ る。後代 の研究者はそ こ

に1970年 代 の ミへの実態を見出す こととなるだろう。

　 皿.内 な る 、歴 史"を 求 め て

　前章 で資料 の検討 をおこな ったが,歴 史 といって も,結 局 は,ミ への存在を外か ら

大づかみに把 えた もの にすぎない ことがわか った。 ミへ自身 は何の発 言 もせ ず 沈 黙

したままで ある。一体,ミ へは自分達の歴史 をどのよ うに説明するので あろうか。外
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か らの,つ まりは支配者側 か らの歴史ではない,内 なる"歴 史"が あ るに ちがいない。

　 1.「 征 服 の ダ ンス 」 を 通 じて

　 征服 された民族 の側か らの歴史への発言 をさ ぐる試みは,Le6n-Portillaの 研 究を

は じめ[LEON-PoRTILLA　 l964],最 近 は色 々な出版物がで るようにな り,一 つの流

行 をな しているよ うであ る。そ こでは,土 語 による記録,イ ンデ ィヘナのイ ンフォー

マ ン トをもとに書かれた記録,教 会の記 録,ダ ンスの台詞な どを資料 に して,イ ン

デ ィヘナ側 か らの征服 とい う事実 への解釈が明 らかにされている。残念なが ら,ミ へ

のよ うに周辺的な存在 のイ ンデ ィヘナは自 らの歴史への告 白を持 っていない。文字 を

持たなか ったし,そ の歴史 を書 き とめて くれ るクロニスタをえることもなか った。 そ

こで,ダ ンスの台詞を資料 に して,ミ への歴史への発言 が有 るか否 かをみてみる必要

はあ るよ うである。

　 WachtelのThe　 vision　of　the　Vanguished:The　 SPanish　Conguest　of　Peru　through

Indian　Eyes　 l　530-1570,は そ の副題の示す ごと く,イ ンデ ィヘナの目か らみたペル

ーの征服をテーマに した書物で あるが,こ こで 目を引 くのは 「征服 のダ ンス」(コ ンキ

ス タのダ ンス)を 資料 に して被征服民の歴史観 を描 く試 み で あ る。 これ は,Leon-

Portilla等 に よって既に行なわれていることで あるが[LEON-PoRTILLA　 l964],ペ

ル ーの例 とメソ ・アメ リカの例 との対置の仕方 がWachtelの 書 物の面白さとなって

いる。

　 彼に よる と,ペ ル ーや ボ リビアの コンキ スタのダ ンスでは,ア タワルパの復活 が演

じ られ,メ シアニズムの志向がみ られ る。チ ャヤ ンタ版 によると,ア タワルパの夢 見,

イ ンカの将 官 とアル マグロの会見,ア タワルパ と ピサ ロの会見,ア タワルパの殺 害,

ピサロの暴挙に対す るスペイ ン王の罰といった順で物語 は進む。オル ロ版では,イ ン

カ側か らのアルマグ ロを追い払 う試 みが演 じ られ,ア タワルパ の死後,イ ンカの復活

を祈 るコーラスが きかれ る。 ラ ・パス版 では,ダ ンスはアタワルパ の復活 と勝利で終

る。 このよ うに,三 つの版によ り,物 語の展開や強調される要素 に差があるが,共 通

に メシアニズム志向が見 出され る。 このダ ンスはペルーやボ リビァの インデ ィオの間

に今 も伝 わ り,イ ンカの復活 の伝説 と一脈通 じるものである,とWachtelは 考 えて

いる[WAcHTEL　 l977:34-40]。

　 メソ ・アメ リカで コンキス タのダ ンスが最 も発達 しているのはグ ァテマラ高地 であ

る。特 に,ケ ツァルテナンゴ,つ まり,キ チ ェの王 テクム ・ウマ ンとアルバ ラー ドが

1524年 に戦 った場所に近 い地域 には特に精緻 な コンキス タのダ ンスをみることがで き
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る。 ここでは,物 語 は複雑に進 むが,ダ ンスはキ リス ト教 の賛歌で終 り,メ シアニズ

ムの要素 はみ られ ない。 しか し,こ こで忘れてな らない ことは,ダ ンスの先生 が コン

キスタのダ ンスは先祖の抵抗へ のはなむ けと して踊るのだ,と い うことを強調 してい

る点 である。つ まり,演 じる精神 に土着主義への傾斜 がみ られ るのである[WAGHTEL

1977:40-481。

　 メキ シコの例 と して コンキスタのダ ンスと羽毛のダ ンス(danza　 de　la　pluma)が

あ げ られて いる。前者 はプエブ ラ州 ピコテペ ック(ナ ワの村)の ものであ り,1952年

に 台詞 が出版 されて いる。後者 はオアバ カの モンテ ・アルバ ン近 くの クイ ラバ ムの有

名なダ ンスで,1900年 に台詞 が記 録 されてい る。 ピコテペ ックの場合 はコルテスの勝

利,ク イラバムではコル テスの敗北が語 られている。後者 にみ られ る歴史事 実の反転 に

Wachtelは メ シアニズムに向 か う想像力を指摘 している[WAcHTEL　 l　977:48-58]。

しか し,BodeやWarmanの 研 究をみる と[BoDE　 1961;WARMAN　 1972],ク イ

ラバム型 のコ ンキスタのダ ンスは非常 にまれな例で,他 に同 じような例がないので,

Wachtelが 特 異 な例 に頼 りす ぎてい る,と い う感 じを私は抱いている。

　 征服 をテーマに したダ ンスは ミへの村 にも多 くみ られる。 ネグ リー トス,ク バ ーノ

ス,サ ンテ ィアゴ,コ ロキオ ス,コ ンキス タがあるが,こ の内,物 語性 のある もの

はコロキオスとコ ンキス タのみである。 コロキオスは トラウィで1974年 に 久々に演 じ

られたが,先 生役の者が台詞 を忘 れて しまって,マ リンチ ェ役の少女はグ ァダル ーペ

への賛歌以外 に台詞を教え られていない。 コ ンキス タのダ ンスは ミシス トラン,ヤ コ

ーチ
,タ マスラバ ム村でみ られるが,い ずれ に して も台詞 がな く,役 柄 も簡単で兵士

と旗手 しか出て こない。 ミシス トラン村の マ リンチ ェのダ ンスにも兵士 とマ リンチ ェ

が出て くるだ けで ある。つま り,高 地 ミへでの コ ンキス タのダ ンスに は物語性 が乏 し

く,台 詞 もないので ある。

　 中部 ミへにい くとコンキスタのダ ンスは台詞がついて くる。 アロテペ ック村 に も台

詞がある と聞いた。1973年 当時 フキー ラ村の神父であ ったOctavio　 Vilches氏 が収

集 されたサ ン ・ペ ドロ ・オ コテペ ック村 の コンキス タの台詞 のコ ピーを トラウィ村 の

サ レジア会 の人 々の好意 により私 は入手す る ことがで きた。ど ういう経緯か らか,記

録の 日付が1959年10月7日 とな っている。 ダ ンスの台詞をみると,モ ンテスマ,マ リ

ンチェ,兵 士,勅 使(Teoti1),サ グ ァピラ(ド ニ ャ ・マ リアの こと),天 文学 士,コ

ル テス,ア ルバ ラー ドが登場 する。 物語 をみると,Wachtelの 区 分でい うと ピコテ

ペ ック型に当 り,征 服 を素直 に受 け入れ ることで結末がついている。 クイラバ ム型 の

歴史事実の反転 はみ られない。
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　 ダ ンスに して も,復 活祭 に して も,ミ へは征服文化 の忠実な継承者で あって,自 ら

の文化の力に よって編集 した り変形 した ことはなかった。 オコテペ ックのコ ンキスタ

のダ ンスも宣教 師の もち こんだ モデルを忠実に再生 したものであ って,ミ への側 か ら

の変形 はな く,歴 史への想像力 はみ られない。

　 2.文 化 英 雄 を 通 じて

　 ミへの歴 史へ の発言を かいまみ る手 だては文化英雄 コン ドイ(Rcy　 Kondoy)に し

かないのではないか。文化英雄を鍵 として,お ぼろげな族 としての意識 に接近す る こ

とはで きないだ ろうか。再度 フィール ドに出かけて も,コ ンドイについて得 られる資

料 は少 ない と思えるので,今,断 片的 な資料で も集 めて,上 記の問題を考 えてみよ う。

　 コン ドイの出生物語はMillerのCuentos　 Mixesの6番 目の物語 に収録 されてい る

カモ トラン村の民話であ る。 コン ドイは洞穴 においてあ った二つの卵の内の一つか ら

出生 し,他 方 の卵 か らは蛇が出生 した。 コン ドイは放浪生 活の末 に,部 下 と共 にセ ン

ボアル テペ トゥル山に入 った,と されている[MILLER　 1956:105--106]。 今 で も,

コ ン ドイはセ ンボアルテペ トゥル山の王 とい うことになってお り,供 犠 を捧 げる神格

の一つ に もなってい る。供犠 をお こな う時,鳥 の頭 と足 を供物に置いてい くが,足 を

置いてい く理 由として,コ ン ドイが鳥 のような足を していたか ら,と い う風に説 明 さ

れる。 このように,洞 穴(出 生地,供 犠の場),卵(出 生,供 物),足(身 体の一 部,

供 物),セ ンポアルテペ トゥル山(住 居,供 犠のセ ンター),と いった コ ンドイに まつ

わ る要素は供犠複合 の支配的 シンボル とな って お り,コ ン ドイが ミへ周 有の宗教,つ

まり供犠 の伝統に支 え られた文化英雄 である ことがわか る。

　 平地サ ポテカの町 ミトラか らみて,北 はベ ラクル ス,南 はフチタ ンにまでわたる広

大 な ミへの領地を守 る文化英雄 がコ ンドイといえるが,コ ンドイの住処がセ ンボアル

テペ トゥル 山にあること,中 部 ミへに行 くとマ リンチ ェ山が重要な山 とな り,人 々の

コン ドイへ の知識 も減 ることか ら,コ ン ドイの イメー ジの強い磁場 はセ ンボアル テペ

トゥル山のふ もとに広が る ミへ高地ではないか,と 私 は考えている。

　 さて,コ ン ドイと ミへの歴史 はどのよ うに関連 してい るで あ ろ うか。Millerの 同

じ物語に,コ ン ドイがモ ンテスマと戦 って,ミ へがアステカ軍に対 して勝利 をおさめ

る,と い う民話が下記のよ うにある(ス ペ イン語 は ミへ風で ある)。

　　　 サ ンタ ・クル スの向 こうの トラピッチェに通 じる道 で,コ ンドイはモ ンテスマ

　　 とい う王 と戦 った。…

　　　 コン ドイは トラピッチェの近 くにいた。 しか し,モ ンテスマの兵士 は もっと上
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　　の方にいた。サ ン ・イシ ドロの近 くに居た。何万 もいた。 あ一,コ ン ドイは独 り

　　 きりだ った。

　　　すわ,モ ンテスマの兵 は弾丸を撃ちだ した。

　　　 コン ドイは大 きな石 をつ かんだ。石 を投 げつ けようとしたのだ。石が おちれば,

　 　た くさん死 んで くれるだ ろう。 こうして,長 い間戦 っていた。三 日 も続いただ ろ

　　 うか。で も,コ ン ドイには何 も起 らなかった。モ ンテスマの弾丸 など,も の とも

　　 しな かった。何 も起 らなかった。弾丸 は地上 に落 ちて しまった。今で も,あ そ こ

　　 らの道 にい くと石 が見 えるよ。拾 い上 げたことがあ るだ ろう。一方,コ ン ドイが

　　石を投 げつ けると,モ ンテスマの兵士が大勢死んでい ったのだ。かわいそうに,

　 　 ど うして耐 え られよ うか。そ して,死 んで しま ったの さ。その石はまだ今で も残

　　 って いるよ。半 レグア以上 も石だ らけの所 があるだ ろう。

　　　 こう して,モ ンテスマはメキシコに戻 って い った。 これで終 ったのだ。村の古

　　老 はその ように語 っているよ[MILLER　 1956:106-107]。

ア ステカ軍が ミへの山岳地 に侵入 した とい う事実 はないが,上 記の民話では,モ ンテ

スマはコ ン ドイに敗北 し,メ キ シコに帰 った ことにな ってい る。 コルテスがカル ロス

5世 に書 き送 った ように,ミ へのファンタジーに出て くる自画像は無敵の ミへの姿で

ある。

　 次に,ス ペイ ン人 に ミへ はどのような反応を しめ したか。 ヤコーチ村で は,昔,ス

ペイ ン軍 が侵入 して きた時,コ ン ドイがセ ンポアルテペ トゥル山か ら出てきて,石 を

投 げつけ,打 ちまか した,と い う話 を何回 もきかされた。 スペイ ン軍がヴ ィ リァ ・ア

ルタか ら トトンテペ ック付近まで進 出 した とい う記録 はあるが,ヤ コーチまで来た と

い う記録 はない。そ うか,そ うでなかったかをた しかめる手だて もない。 しか し,ヤ

コーチ村 では上記の ような民話 が残 ってい る。

　 さて,昔 も今 も,経 済的に ミへを牛耳 るサポテカ族 に対 して,コ ン ドイはどのよ う

に動 くことにな るのかをみてみよ う。下記 はL,Ballesteros氏 の 好意に より入手で き

た トラウ ィ村の民話であ り,語 り手 は同村の古老 である。

　　　昔,ト ラウィには桑畑があ った。蚕を どこに売 って よいのや ら,い くらの値で

　　売 ってよいのや らわか らな くて,適 当に売 っていた。 ある日,サ ポテカの商人が

　　 きて,ミ への無知を よい ことに して,蚕 を全部,全 部言 い値で買 い取 ろうとした。

　　 サポテカ族 は力ず くで買い占めよ うと したので,村 の人 々は怒 った。いか りくる

　　 った人 々はサポテカ族をつかまえて,棒 に くくって,牢 にぶ ち こんだ。不憫 に思

　　 った一 人の老人 が村役人に とりな して,サ ポテカ族を牢か ら出 してや った。皆,
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　 　生命 か らが ら トラウィか ら去 って いった。

　　　 逃げたサポテカ族 は事の次第 を州庁 に訴 え,兵 をさ しむけるよう要請 した。 こ

　　 れを聞 き知 り,ト ラウィの人 は村 か ら逃 げ出 し,村 は死んだよ うに静 かになった。

　　 独 りだ け老人が取 り残 され,死 を覚悟 して いた。突如 として,空 か ら声が きこえ

　　 た。「トラウィは決 して滅びない。 起 きて,タ マス ラバム村 を見 よ。 そこに,軍

　　 勢が居 るか ら,ト ラウ ィに近づ くな,と 言 え」 と語 った。老人は決心 して,タ マ

　　 ス ラバ ムまでい った。た しかに,そ こに兵 隊が大勢 いた。驚いた ことに,隊 長は

　　 トラウィを幼い時去 った ミへの若者であ った。

　　　 隊長 は叫んだ。 「お じいさん。 何故 こんな ことにな ったのだ。 トラウ ィは良識

　　 のある村で あるの に,こ んな事件 にまきこまれて しま うとは。村に戻 って告げよ。

　　 兵を入れるが責任者 しか罰 しないか ら,と 。それに,食 糧を用意 して くれ」 と。

　　 老人は承諾 して,命 令 どお りに動 いた。兵隊が近づ き,川 辺 まで寄 って きた時,

　 　 セ ンボアルテペ トゥル山の上に雲 がまきお こった。部隊 が坂 を登 りだす と,一 天

　　 にわかにかき曇 り,電 が降 ってきた。石の ように大 きな霞が落 ちて きた。兵隊は

　　 逃げるよ り手が な く,二 度 と帰 って こなか った。 こうして,ミ への王,コ ン ドイ

　　 の言 った ことは実証 された。

　　　　 語 り手,ト ラウ ィの老人

　　　　 訳者,　 Ray　 P6rez

　 　 　　 収集者,L,　 Ballesteros氏

　 　　　　(一部,黒 田が短縮)

この民話 の内容の一 々細かい点 には疑問があるが,ミ への救済者,コ ン ドイの出現が

きわめて印象的 に語 られている点 が面 白い。サ ポテカの経済力 に押えつ けられている

ミへの生 活の現実を思 うと,こ の民話 の語 り口の迫力がよ く理解で きる。

　 さて,1970年 代 にな って,メ キ シコ政府 との接触が本格的に始 ま った現在,ミ へは

他者 をどのよ うにみているのだ ろうか。1974年,道 路工事が進んで,ト ラウィにまで

道 が開けるの も近か った。ダ ィナマイ トの音 は日々続 き,地 すべ り,崖 くず れが毎 日

のよ うにおきた。 トラクターの運転手や旅人が何人 か犠牲 にな った。 こんな事実 を見

て古老達 は,「 コン ドイはセ ンボアルテペ トゥル山に住んでいて,住 処 を荒 されるの

で怒 っている。だか ら,こ んな災難がお こったのだ」 と語 った。 コン ドイの勝利 を語

るには,現 実 はあまりに も酷薄 であ り,ま た,現 実か ら逃避せねばな らぬほどには苛

酷ではない。彼等 は,上 記の表現 を借 りて情勢 判断を待 ってい ることを示 しているの

で はなか ろうか。
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Ⅳ.お わ り に

ミへは恒常的にサポテカの下位 に立 ち,歴 史的に も,ア ステカ,植 民地政府,次 い

で,メ キシコ政府の支配 圏に一応入 ったが,そ れ は支配者側か らみた解釈で ある。 ミ

へには自らの歴史文書 もな く
,征 服のダ ンスの台詞 に民族の意識が反映 されて もいな

い。 しか し,ミ への文化英雄 コ ンドイの物語 や他 の民話 には,ミ への歴史意識が姿を

現わ し,現 実の歴史は反転 して描かれている。サ ポテカ族,ア ステカ軍,ス ペ イン軍

はどれ も ミへの前に敗走す ることとな っている。ユ960年 代 か ら加速度的 に強 まったメ

キシコ化 に対 して,ミ へ自身 は後年 どんな解釈を下すので あろうか。現在,教 育を う

けつつあ る ミへの青年 が自己の民族 の位置づ けに 目覚める時,彼 等 はコ ンドイに替 っ

て ミへの歴史を書 くことになるだ ろう。
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